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大学院法務研究科３年
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　私たちは、法務研究科の講義で松村和德先生の倒
産法の講義を履修しており、講義の際に松村先生か
ら高木先生の講演について紹介していただいたこと
がきっかけで、高木先生の講演に参加させていただ
きました。
　高木先生は、弁護士の職務領域として倒産分野を
切り開いた方であるというだけでなく、日本で初め
て弁護士から裁判官に任官された方であり、日本の
法曹界で幅広くご活躍されていた方なので、私たち
も高木先生の講演を楽しみにしておりました。
　実際にお会いしてみると、栄光あるキャリアから
は想像もつかないほどざっくばらんな方で、面白い
お話がたくさん聞けました。
　講演の内容としては、倒産法分野の専門的なお話
だけではなく、高木先生が弁護士になられたきっか
け、法曹になった後に心がけていたこと等について
もお話しいただきました。
　具体的には、高木先生は、「弁護士になって“自
由人”になりたい」という考えが根底にあって法曹
になられたこと、出世にこだわらずにやりたいこと
をやり、言いたいことを言う、という「挑戦」する
人生を歩みたいという思いがあってこれまで活動な
さっていたことを伺いました。
　また、25年間の弁護士業務の35％を倒産事件が
占めたという経験をもとに、52歳から11年間半の
裁判官業務では、倒産案件を専門とすることを志願
したが、実際に行った業務は倒産法分野だけではな
く多岐に渡ったこと、弁護士・裁判官生活を通じて、
わからないことは積極的に聞くことを大切にしてい
たと伺いました。

　このように様々なお話しを伺いましたが、法曹に
なる（プロになる）ということは、自由になること
である、そのために自分で選択し、勉強を続け、新
しい試みに挑戦できることこそが法曹として活動し
ていく魅力であるとのお話には感銘を受けました。
　法曹人口が増え、その競争の中で、弁護士の自由
さも失われつつあると思っていましたが、やはり弁
護士の本分を忘れずに挑戦することが、法曹として
活躍するための秘訣であることを、改めて感じるこ
とが出来ました。

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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〈開催報告〉　2016年9月28日、高木新二郎 弁護士 をお招きしての特別講演会が開催されました。

早稲田大学大学院法務研究科特別講演会 

講師　高木新二郎 弁護士
「事業再生と民事司法 ―若き法曹たちへの期待―」 

高木新二郎 弁護士の主なご経歴
  1963年に登録して25年の弁護士経験の後、弁護士任官第1号として
任官、東京地裁部総括判事、山形・新潟地方裁判所長、東京高裁部
総括判事を歴任し、2000年に弁護士復帰し更生管財人として生保会社
を再建した後、01年に全銀協、経団連、金融庁などが参加した委員会
の座長となって不良債権処理と事業再生のための「私的整理ガイドライン」
を策定して沢山の事業再生案件に関わり、03～07年に産業再生機構産
業再生委員長をつとめた。機構終結に先立ち民間主導で事業再生を行
うための「事業再生ADR」制度の創設に関わった。07～16年、野村
證券顧問、複数の東証一部会社の社外役員。11～16年、東日本大震
災被災者救済のための「一般社団法人個人版私的整理ガイドライン委員
会」理事長。中央大学法科大学院等の教授の他、02年に博士（法学）（東
洋大学）。倒産法、民事手続法等につき多数の著書論文。07年旭日
重光賞、04年International Insolvency InstituteからInternational 
Insolvency Contribution Awardを受ける。現フロンティア・マネジメント
株式会社特別顧問。 
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【Global Forumの概要】
　本報告書では、9月28日から10月2日にかけ、ド
イツのフランクフルト大学にて行われた第6回
Global Forumについて紹介する。
　Global Forumとは、ペンシルヴァニア大学（アメ
リカ）、フランクフルト大学（ドイツ）、清華大学（中
国）と早稲田大学大学院法務研究科がコンソーシア
ムを組織し、毎年5日間にわたって共同して特定の
テーマに関するコースを開講しているものである※。
今年度は、事情により3大学による参加となった。
早稲田大学からは、大学院法務研究科所属の教授
2名（石田眞先生、黒沼悦郎先生）、大学院法務研究
科所属の学生3名（2年在学の遠藤、大井、下條）、
商学学術院所属の教授1名（中出哲先生）が参加した。
　今年度のテーマは“Corporate Responsibility 
from a Comparative Perspective”であり、事前に
フォルクスワーゲンの排出ガス不正（Dieselgate）
に関する英語論文が各参加者に送付されていた。各
参加者は事前に送付された論文を熟読し、各国の
フォルクスワーゲンに対する法的対応、及び想定さ
れた対応について調査することが求められた。
【本年度の活動内容について】
　最初の2日間は、各国ロースクールの教授により
Corporate Responsibilityにまつわる講義が行われ
た。それぞれの専門分野が講義内容の軸となったが、
コンプライアンス、コーポレート・ガバナンス、

D&O保険、CSR等に関する各国法制度からの見解
が主な内容となった。そして、学生は全10回の講
義を前提に、昨年度発覚したフォルクスワーゲン排
出ガス不正問題について比較法の観点から対応策を
模索し、発表した。
　課題の発表はプレゼン形式で行われ、日独米それ
ぞれの法制度からの見解が論じられた。例えば、日
本法の観点からは、不祥事が起きた際、会社役員は
故意がなければD&O保険が降りること、CSRが法
令遵守を促す上で重要な意義を有すること、不祥事
に直接関わった従業員は刑事責任を負う可能性があ
ることについての発表があった。
【得られた示唆について】
　不況を受け、立法による行為規制と実務家による
逐一の行為規範の指摘だけでは、企業の不正を防げ
ないことが明るみになった。企業の法令遵守を動機
付けることが、今後の立法政策論の課題であり、企
業内ないし顧問弁護士の使命であるように思う。
　またフランクフルト大学のホスティングによる
ヨーロッパ中央銀行や、市街のフィールドトリップや、
連日の懇親会を通じて、ドイツ経済、文化等を学ぶ
機会が設けられたことも貴重であった。他国の参加
者との交流を通じては、文化によって法制度や考え
方がまるで違うことに驚くとともに、このような場
で日本をアピールしていくことの必要性を感じた。
※ https://www.law.upenn.edu/international/global_forum.php

　『働きながら、もう一度学びたい。1か国だけじゃ
物足りない。法律とビジネスの両方を。』スイスのザ
ンクトガレン大学は、それを叶えてくれるExecutive 
Master of European and International Business 
Lawを提供しています。2年間のうちに合計 10週間、
8か国10都市（東京、ニューヨーク、上海、フラン
クフルト、 チューリヒなど）を巡り、各地で法律・
ビジネスの集中講義を行います。今回、私は日本プ
ログラムの聴講生として参加しましたので、以下で
私が感じた本プログラムの魅力をご報告します。
　1つは、「法律とビジネス」の両方を取り扱うこ
とです。弁護士1年目の私は、法律家として社会・
経済情勢についてアップデートする必要性を日々感じ
ています。本講義では、海外企業が日本に進出する
際にリスクとなり得る知財法や競争法、企業買収など
の法務面を取り扱うとともに、TPP・WTOの枠組み、
欧州金融市場の再編成など最先端のビジネストピッ
クを取り扱います。正規受講生も会社役員、投資家、

弁護士などであることから、ディスカッションでも
法律とビジネスの両面から「生の声」を聴くことが
でき、集中的にアップデートをすることができます。
　もう1つが、外に広がるネットワークを得ること
です。受講生の出身は、スイス、ドイツ、中国、日
本など多様です。受講生との時間を過ごすなかで生
活、文化の刺激を受けるとともに、自分自身の枠を
広げることができる最高の環境です。
　このように本プログラムは、知識・人・環境を通
して本当に刺激的なものした。ボーダーを超えて活
躍する本研究科修了生にとって、本プログラムは大
きなステップアップとなることは間違いありません。
是非トライしてみてください！

Global  Forum
大学院法務研究科2年　遠
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法務リカレント講座※「Law and Business in Japan」
2013年3月大学院法務研修科修了　弁護士（早稲田リーガルコモンズ法律事務所）　福
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※法務リカレント講座
　https://www.waseda.jp/folaw/cpler/news/2016/09/21/1385/　
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　稲門法曹会が発足して8年が過ぎた。この間、初
代平山正剛会長、続く阪井紘行会長、そして石田眞
事務局長（大学院法務研究科教授)の下に、大きな
広がりをもつ安定した礎が築かれてきた。
　私は、これから2年間、当会を愈々活性化し、5,023
名を数える会員の皆様に喜ばれ、誇りに思って頂け
る会にしたいと思っている。
　早稲田には、司法書士会・行政書士会・社会保険
労務士会・中小企業診断士会・ファイナンス研究
会・公認会計士会等のいわゆる稲門会が多数存在す
る。こうしたところと積極的に交流を深めて、若手
に活躍の場を提供していきたい。医学部のない早稲
田に、本年1月、稲門医師会が生まれた。医師のほ

か薬剤師も看護師も会員だ。当会は早速にも同会を
訪ねて、相互に理解と協調を重ねていくことの意義
を確認し合った。
  トップに早稲田OBが据わる大企業や早稲田界隈
の店舗を訪ねるのはどうだろうか？　法律書の大手
出版社とのコラボはできないか？
  こうしたことの実現のためには、会員スタッフ
の増員・拡充が必須である。会内に、たとえば企
画、広報、ロー対応、国際交流等々のチームを設け、
1チーム4～5人位の会員を配するのはどうか？
　もとより、こうした活動のためには財政的基盤の
安定も不可欠であるが、これもまた工夫と努力が解
決するであろう。
　54年前に、斎藤金作先生に教えて頂いた「高邁
なる精神と豊かなる情操、精緻なる理論と健全なる
肉体」をスローガンに、稲門法曹会一致団結して進
むことを願う次第です。

ご挨拶
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　平山前会長からバトンを引継いで4年が経過しま
した。
　その間、会則には実に多くの目的が挙げられてお
り、一体どこから取り組めば良いのか、何をなさな
ければならないのか全く手探りの状態が続きました。
　当会には学内から学外まで多くの会員が所属して
おります。弁護士は全国に、そして裁判所、検察庁
その他各界においても多くの皆さんが活躍されてお
られることから、できるだけ広く多くの会員の意
見を会務に反映させたいとの思いから副会長の定員
を大幅に増やし、北海道から九州までの弁護士会員
11名に、裁判官、検察官部会会員を加えた13名の
副会長に就任して頂きました。みなさんには4年間、
大所高所からの貴重なご意見を頂くとともにその他
随分ご支援を頂きました。
　また、石田事務局長のもと若い事務局員の活発で

精力的な活動により会報やメールマガジンなどによ
る広報の充実、稲門祭への参加など会活動も随分充
実して参りました。
　平山前会長から申し渡しのあった会財政の充実も、
未だ目的を達成するには至っておりませんが、この
活動の支えになってくれたと思います。会員の皆様
には随分ご無理をお願いしてご迷惑をお掛けしたこ
とと思いますが、引き続きご理解とご協力を賜わり
ますようお願い申し上げます。
　次期会長には山田勝利さんが就任されることにな
りました。山田さんには大阪にいる私に代わって会
長代理をお願いしたところ、毎回事務局会議その他
に精力的に出席して下さるなど、随分助けて頂きま
した。
　引続き、山田新会長にも一層のご支援を賜わり
ますようお願い申し上げて退任のご挨拶とさせて頂
きます。
　4年間賜わりましたご支援に心から感謝申し上げ
ます。

稲門法曹会　理事会・総会・懇親会
　2016年10月29日（土）に2016年度稲門法曹会理事
会・総会・懇親会が、リーガロイヤルホテル東京に
て開催されました。
　本年は役員選任の年で、稲門法曹会会長をはじめ
役員の交代や、教員支部の創設等が決定いたしました。
　理事会・総会の後には、榊原富士子弁護士による
記念講演会、ならびに懇親会が開催されました。

左：阪井紘行前会長、右：山田勝利新会長
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　家事事件は、実務においてはメジャーな分野です。
裁判所の新受件数は全体的に減少傾向にありますが、
家事事件は増加しています。これには、高齢者の増
加と成年後見等の関係のほか、少子化のために子の
奪い合いがおきやすくなったこと、男性も子育てに
関心を持つようになったこと等も関係しているで
しょう。事件の動向には、いつも社会構造の変化が
反映しています。
　家事事件の１つの特徴は、非訟事件であり、要件
事実や主張立証責任がないということです。たとえ
ば、「面会交流する権利があるので、面会の禁止や
制限については主張する側が証明せよ」という要件
事実をかざすような交渉態度は事態をさらに悪化さ
せかねません。どちらかだけが完全に悪い、という
ことはまずありませんから、代理人としては、相手
の立場・辛さにも想像力をめぐらせて交渉すること、
子の利益のために双方の当事者が信頼を回復できる
方向をめざして、交渉することが大切です。
　夫婦別姓訴訟は、代理したい事件でした。修習中
に、旧姓を通称使用している先輩女性弁護士と出会

い、婚姻改姓の問題を
初めて考えました。そ
の後、弁護士会の委員
会活動をする中で選択
的夫婦別姓の発想に出
会い、これだ、と思っ
たのです。委員会で
は先輩方から刺激や指導を受けることができるので、
若い方にはぜひ入っていただきたいと思います。
　最初の旧姓の通称使用を求める裁判では、マスコ
ミや学者が一審判決を批判して話題になり、二審で
の雰囲気ががらりと変わりました。審級が上がるに
つれ人権が発展していく可能性を感じました。その
後、民法750条の違憲性を問う夫婦別姓訴訟の際に
は、弁護団長になり、弁護団の若手弁護士の成長す
る姿を見ることができました。
　弁護士になって、法律を駆使して裁判する資格を
得たことは素晴らしいことです。特に、憲法を裁判
で使うことはとても難しいですが、使わなければ消
えてしまう可能性があります。皆さんは、武器を得
たのですから、ぜひその力を、使って体感して欲し
いと思います。

　懇親会は、本年度司法試験合格者の祝賀会、およ
び稲門法曹会ホームカミングデー（対象修習期：3期、
8期、13期、18期、23期、28期、33期、38期、43期、
48期、53期、58期、63期、68期）を兼ねて開催さ
れ、230名を超える稲門法曹等が母校で再会・交流
し、親睦を深める機会となりました。最後には、応
援団やチアリーダーのスペシャルチームのリードの
もと、全員で「紺碧の空」と校歌を斉唱し、散会と
なりました。
　来年度は、2017年10月21日（土）開催を予定して
おります。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

＜顧問＞
柳田 幸男  ［東京支部＜東京＞］
平山 正剛  ［東京支部＜東京＞］
奥島 孝康  ［早稲田大学元総長］
冨島 照男  ［中部支部＜愛知＞］
阪井 紘行  ［近畿支部＜大阪＞］

＜会長＞
山田 勝利  ［東京支部＜第二＞］

＜副会長＞
川上 拓一  ［裁判官支部］
櫻井 正史  ［検察官支部］
村松 弘康  ［北海道支部＜札幌＞］
川原 眞也  ［東北支部＜仙台＞］
吉岡 桂輔  ［東京支部＜東京＞］
土岐 敦司  ［東京支部＜第一＞］
由布 節子  ［東京支部＜第二＞］
水地 啓子  ［関東支部＜神奈川＞］

池田 桂子  ［中部支部＜愛知＞］
福原 哲晃  ［近畿支部＜大阪＞］
渡辺 直行  ［中国支部＜広島＞］
木田 一彦  ［四国支部＜香川＞］
作間 　功  ［九州支部＜福岡＞］
石田 　眞  ［教員支部］

［　］内は支部、
＜＞内は所属弁護士会。

記念講演会 
榊原富士子弁護士「家事事件と弁護士」＜要約＞

懇親会（合格祝賀会）

2016－2017年度　稲門法曹会　役員名簿

2017年度稲門法曹会ホームカミングデー対象修習期（予定）
4期、9期、14期、19期、24期、29期、34期、
39期、44期、49期、54期、59期、64期、69期
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法務研究科連続講演会シリーズ  

「裁判官と語る夕べ」開催報告

法務教育研究センター助手　小
お

島
じま

 秀
しゅう

一
いち

　当研究科を修了後、東京地方裁判所にて裁判官と
してご活躍されている須藤晴菜裁判官（第67期司
法修習）をお招きし、本年9月24日、文部科学省
法科大学院公的支援見直し強化・加算プログラムの
「即戦力法曹育成コース（任官支援コース）」の一環
として、在学生向けに「裁判官の仕事～若手裁判官
から見た裁判所～」と題したご講演を頂きました。
　ご講演の前半では、刑事部・左陪席の裁判官の一
日のスケジュールや、合議事件の進行管理、判決書
等の第1稿の起案、日直当番の職務等について具体
的にご説明頂きました。更に後半では、須藤裁判官
が裁判官を目指した理由や裁判官になるまでの経緯
などを熱く語って下さいました。裁判官の仕事の魅
力が実感を持って語られ、終了後も、学生からは
30分以上にわたって熱心に質問が続きました。
　講演後に催された懇親会には、甲斐克則研究科長

や秋山靖浩教授に加え、現役裁判官でもいらっしゃ
る細谷泰暢教授や当研究科修了生の三浦あや裁判官
にもご参加頂くことができ、民事部・左陪席の職務
や最高裁調査官の職務、更には異動やキャリアマッ
プ、留学等の話題で大変な盛り上がりとなりました。
参加した学生からは、予想以上に明るい職場でした
という感想や、仕事やキャリアを詳しく知ることが
でき、憧れが更に強くなりましたなどの感想があり
ました。

Female Lawyers Project 活動報告

2011年3月大学院法務研究科修了

弁護士（松田東京法律事務所）　道
みち

上
がみ

 貴
き

美
み

子
こ

　Female Lawyers Project（女性法曹輩出促進プ
ロジェクト、通称FLP）では2016年度より、定期
的に学生と女性法曹とが交流できる場を設ける目
的で、月1回、「おしゃべりカフェ」と題した交流
企画を行っています。「おしゃべりカフェ」は、当
研究科出身の女性法曹AA（アカデミックアドバイ
ザー）数名が教室に待機し、相談に来る学生を迎え
る形で実施されており、学生は、用意されたお菓子
やジュースを楽しみながら、ざっくばらんに様々な

悩みや相談を話しています。学生からの相談は様々
ですが、日常生活の出来事や将来の不安など、当研
究科で過ごした学生であれば誰でも（？）一度は抱い
た悩みの相談も多く、相談担当AAは、自分自身の
経験を基に、時に共に悩み、時にアドバイスしなが
ら、学生たちと交流を深めています。今後も「おしゃ
べりカフェ」は継続的に実施していく予定です。
　また、FLPでは今後、OBやOGとのネットワー
クをより密に構築し、学生と法曹との交流の橋渡し
を行っていきたいと考えておりますので、当研究科
ご出身の皆様には、是非とも、FLPの活動へのご
支援をお願いしたいと思っております。どうぞよろ
しくお願い致します。

大学院法務研究科および法学学術院の新体制
9月21日からの大学院法務研究科および法学学術院の新体制をお知らせいたします。

法務研究科長・
法務教育研究センター所長 甲斐　克則 教授［再任］
法務研究科教務主任（教務担当） 松村　和德 教授［再任］
法務研究科教務主任（学生担当） 杉本　一敏 教授　　　　
法務教育研究センター副所長 秋山　靖浩 教授［再任］

法学部長（法学学術院長） 楜澤　能生 教授［再任］
法学研究科長 菊池　馨実 教授　　　　
比較法研究所長 中村　民雄 教授　　　　 左から杉本教授、甲斐教授、松村教授
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■エクスターンシップ　参加学生の声

大学院法務研究科 2年　財
ざい

 美
み

奈
な

子
こ

　KDDI 株式会社は、法務部員全 17 名のうち有資
格者が 9名と、国内有数の企業内弁護士数を誇る企
業です。期間中、参加学生は実際の契約書審査等を
任され、最後まで責任を持って担当します。「研修
生」としてではなく「法務部員」として、余すとこ
ろなく業務を体験させて頂けるこの刺激的な環境こ
そ、本エクスターンシップの最大の特徴であり魅力
です。2週間を通して強く感じたのは、法律や一般
的なビジネスの視点に拘泥せず、自社の多岐にわた
る事業状況を把握した上で、事業部門の方々と同じ
方向を向いて仕事ができる、企業内法務部員ならで
はの面白さでした。部としての一体感の中でも担当
案件に個々のスキルが光る皆様の仕事ぶりに大変感
銘を受け、常に論理的で分かりやすい表現を追求す
る姿は、私が目標とする法曹像となっています。

大学院法務研究科 2年　斉
さい

藤
とう

 純
じゅん

平
ぺい

　村松法律事務所（北海道）は大所帯の事務所ゆえ、
さまざまな専門分野を持った方々が多く集まり、非
常に幅広く事件を取り扱っています。事業再生や企
業法務事件、特に交通事故案件に強みを有していま
す。そして、事務所が一丸となって事件解決にあた
る不屈の精神を有し、現在は日本で唯一、高次脳機
能障害という先端的な医療問題に積極的に取り組み、
依頼者保護に尽力しています。
　他者との差別化を図って自分にしかないものを手
に入れたいとの気持ちから、縁もゆかりもなく一番
遠方である北海道での研修を決めました。都内と違
い事務所が専門化していないので、地方での研修は
多種多様な案件に触れられて、短期間ながら実に密
度の濃い経験ができました。そして、地方では都内
に比べると弁護士が少なく国選弁護の依頼が月1回
の頻度であって刑事弁護の経験を積みやすいことや、
都内とは異なる土地や建物の状況・物価の安さ、冬

の積雪ゆえの交通事故の多さといった北海道ならで
はの特徴が事案に多々反映されており、都内では得
難い経験や知識を得ることができました。
　比較的時間的余裕のある学生の長期休暇中、そし
て将来のキャリア形成に悩み始める時期に、他者が
得られない経験を多く経験できる北海道での研修は、
実に刺激的で有意義なものでした。

■サンクス・ロースクール・ドネーション開催報告

大学院法務研究科　修了生チューター

池
いけ

見
み

 祥
やす

加
か

、山
やま

下
した

 華
か

穂
ほ

、上
うえ

村
むら

 香
か

織
おり

　本年10月5日に、27号館（小野梓記念館）にて、
サンクス・ロースクール・ドネーションを開催いた
しました。
　本企画は、修了生から寄付して頂いた書籍を、来
年度司法試験受験生及び在校生に無償で配布する、
毎年恒例のイベントです。
　当日は、700点以上の寄付品が集まり、参加者は
80名に上りました。
　今年は、『受験生に定評のある書籍は1人3冊まで』
というルールを設けたため、より多くの参加者が有
用な本を見つけられたのではないかと思っています。
　このような企画は、横の繋がりのみならず、縦の
繋がりをも大切にする早稲田ロースクールだからこ
そ実現できるものです。
　ご協力頂いた方々には、修了生チューター一同、
心より感謝申し上げます。
　今後も、本企画を継続・発展させていきたいと思っ
ておりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

■平成28年（2016年）　司法試験結果  
受験者424名（既修241名／未修183名）
合格者152名（既修103名／未修49名）　
本研究科の合格者は全国2位で（合格率35.8%）、
未修者受験者の合格者数では今年も1位でした。


